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プレーヤーの安全を守り、「誰でも、
いつでも、どこでも楽しめるラグビー
社会の実現」を目的とする。

ターゲット



2023年3月、ワールドラグビーより、プレーヤーウェルフェア
向上の取り組みの一環として、タックルの高さに関する試験的
取り組みへの参加を推奨する発表がありました。また、5月の
理事会において、コミュニティーレベルでの試験的適用につい
ての推奨が承認されました。
これを受けて、JRFUでも各カテゴリーにおけるステークホル
ダーの方々と議論を進めて参りました。そして、2023年9月1
日よりリーグワンを除く全てのカテゴリーにおいて、「タック
ルの高さに関する試験的ガイドライン」を導入する事となりま
した。

経過とエビデンス



74% 
タックルエリアに起因する

脳振盪の割合
タックルの高さを低くすることで、
両方のプレーヤーを保護する

約70%
タックルエリアでの脳振盪の内、
タックラーに関係する割合

4.2倍
タックラーの頭が胸骨より上に
ある場合、脳振盪のリスクは高まる

研究によると、タックルの高さを
低くすることで、脳振盪が大幅に
軽減されることがわかっている

フランスでの試験的実施の結果、
頭と頭が衝突するケースが64%
減少し、23%脳振盪が減少した

*World Rugby、フランス、スコットランド協会データ



・頭と頭が衝突するケースの減少

・脳振盪の減少

予想される効果と影響



・リーグワンを除く、全てのカテゴリーへの適用
(ミニ、ジュニア、高校、大学、社会人、クラブ)

対象となるカテゴリー



ガイドライン



胸骨の位置(赤塗り部分)



・胸骨の位置へのタックルはハイタックルでPKとする。

・最初のコンタクトの位置は胸骨より下であったが、
ずり上がって最終的にコンタクトの位置が胸骨になった
場合、PKとなる可能性がある。

・複数でタックルする際は、1stタックラー同様に胸骨より
下へタックルしなければならない。

ガイドライン



・ボールキャリアーが胸骨付近で保持しているボールに
対してコンテスト出来るが、タックルすることは出来ない。

・ボールキャリアーは自他に危険が及ばないよう、正しく安全
なスキルが求められる。タックラーがタックル出来ない位置
に頭を下げるようなボールキャリアの行為によって胸骨へ
タックルが起きた場合はプレーオンとなる可能性がある。
(高校生の場合は、レフリングガイドラインに則り、この
ボールキャリアの行為にはローヘッドとしてPKを課す)

ガイドライン



判定プロセス



HIGH 
TACKLE？

胸骨より上にコンタクト
しているか?

No Play on

Yes

PK YC RC

ANY MITIGATION FACTORS？
ボールキャリアーによる方向の変化
ボールキャリアーによる高さの変化
タックラーの視界が遮られている

タックラーが明らかに低くタックルを試みている

PK YC
Yes Yes

1

FOUL PLAY？
2

ファウルプレーである Play on
No

HIGH 高いLOW 低い

4
故意または無謀すぎるプレー
には軽減要因は適用されない

・ボールキャリアーによるタックラーが
タックルできない位置に頭を下げる行為
(高校生はローヘッドとしてPKを科す)

Yes

危険度は？DEGREE OF DANGER？
3

TACKLE HEIGHT PROCESS



今回の試験的ガイドラインの実施はプレーヤーの安全性確保が
大前提です。
プレーヤー、コーチ、レフリーが一体となって取り組んでいき
ましょう。
JRFUでは定期的にレビューしながら、より良いゲームを共に
創って参りたいと思います。
本件に関するご質問はこちらまで、よろしくお願いします。

お願い

https://forms.gle/9WG2wzw8oheSfYr1A




